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国際交流部会 秋晴れの万博記念公園にて 11月１６日（日） 

さわやかな秋晴れの下、万博記念公園にて

一昨年昨年に続いて３回目の国際交流ハイキ

ングを実施しました。 

留学生 22 名と国際交流部会・おもちゃ部

会・歌体操部会と合わせて 46 名参加！  

太陽の塔の前で記念撮影をした後、紅葉の中

ソラードを通り展望台へ・・・ 

柔らかな日差しと爽やかな風が心地よく、公

園を一望しながらお互いに記念撮影 

15 か国から参加した留学生の中には、自国

ではこんな紅葉が見られない人も多く、日本

の秋を楽しんでいました。 

芝生公園近くの広場で班ごとに自己紹介や交

流を楽しんだ後、お弁当‼ 

 

おもちゃ部会の方の指導でかざぐるま作り

や竹トンボ・ブンブンゴマを楽しみ、歌体

操部会のリードで曲に合わせて脳トレや体

を楽しく動かしました。 

若い留学生にも脳トレになったようで、苦

戦！楽しんでいただけて良かったです。 

参加していただいた皆さん、ご協力どう 

もありがとうございました。                                   

            筒井 記 
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11 月 22 日㈯の午後、大阪市の天王寺区民

センタ－に於いて大阪府 SA 連協の創立 35 周

年記念大会が開催されました。参加者は約 200

名、SA 吹田からも 50 名の方が参加されまし

た。 

大阪府高齢者大学校理事長など来賓の挨拶

の後、大阪府福祉部の吉田部長から「高齢者

が地域でいきいきと活躍していただくため

に」と題した記念講演がありました。クイズ

も織り交ぜながら分かりやすくお話いただき

ました。「社会参加が介護予防に直結している

こと」人生の最期まで自分らしい暮らしを続

けられる社会、居場所と出番がある社会を一

緒に作って行きましょう！という力強いメッ

セ－ジを頂きました。 

続いてのアトラクションでは SA 吹田の会員

でもある西村征雄さんが主宰する笑楽の会に

よるスコップ三味線や関西大学の学生さんの 

落語、中国伝統芸能の変面などを楽しみまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

功労者表彰では SA 吹田から小川忠夫さん、藤

川安高さんのお二人が 10 年を超える府 SA 連

協における貢献で表彰を受けられました。 

式典の最後は府 SA 連協の「将来ビジョン」

の発表を SA 吹田の小西禎一さん（記念大会実

行委員長）が行いました。将来に向けて三つ

の「広げる」が取り上げられています。一つ

目は「行政や関係団体との関係を広げる」二

つ目は「会員拡大の機会を広げる」最後は

「活動領域を広げる」です。SA 吹田において

も「広げる」をキーワ－ドに将来を見据えた

活動を行っていきたいものです。 

大会の後半は「みんなで連協まつり」と題

して似顔絵展示や SA 吹田のおもちゃ部会も出

展したブースなどでおもちゃ作りを楽しんだ

あと締めは歌体操部会の主導で身体を動かし

記念大会を終了しました。SA 吹田でも大勢の

皆さんのご協力をいただきました。紙面をお

借りして感謝申し上げます。 （手塚 記） 

 

・・・・・・・・・ 

    

        

 

 

 

 

 

 

功労者表彰    小川さん・藤川さん 
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大阪府 SA連協創立３５周年記念大会 
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11 月 8 日、9 日に亥子谷コミュニティーセンターで開催さ 

れた「いのっこ祭」の 2 日間それぞれにスタッフ 4 名で参加 

しました。 

会場は 3 階奥の創作室で、来てくれた皆さんがすべてのおも 

ちゃを作ってくれます。私が参加した 9 日（日曜日）は朝か 

らの雨で来場者が少なくなるのではと心配していましたが、 

学生のステージ「五月が丘ソーラン」に出演した子ども達が 

おもちゃ作りに参加してくれ、大忙しとなりました。 

今年は、子どもが楽しめるイベントが増えたこともあり、2 

日間で 184 個の作品を作ってもらえ親子のたくさんの笑顔と 

出会えました。 

スタッフの皆さんお疲れさまでした。（西澤 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 17 日（月）歌体操の北ブロック交流会が、茨木市のお 

にクル茨木 きたしんホールで開催されました。2023 年秋にオ 

ープンした施設で新しく、建物の規模にはびっくりしました。 

担当された茨木の歌体操の方々の準備に感謝します。来年３月 

には大阪府 SA 連協歌体操フエスタが吹田担当で開催されます 

ので、皆様に楽しんでいただけるように準備をやっていきたい 

と思います。 

出演グループは 7 グループで私は 2 グループに出演しました。 

初めて大きなイベントに参加したのですが、緊張しながらも自 

分では良かったのではないかと思っています。 

新しい人も入会してこられたので、後輩にもっと指導できるよ 

うに練習に励もうと思います。 

閉会後は茨木神社で皆様の健康を祈願して帰りました。 

                          山口 記

 

おもちゃ部会 ～ いのっこまつりに参加 ～ 

歌体操部会 

～北ブロック交流会に参加 ～ 

Ｈ＆Ｓ 

市民塾 

高大同好会なでしこ 
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歌体操部会 上田英子 

 

歌体操はボランティア養成講座から始

めて来春で 10 年になります。いろん

なことがありましたが、10 年の中で一

番印象に残っているのは 、コロナ禍の

中 2020 年 5 月から約 1 年半、パソコ

ンを通して歌体操をしたことです。朝

10 時前からピンクのポロシャツを着て

パソコンの前に座りズーム接続。次々

と画面には皆さんの笑顔が映り出され

ます。 加藤さんの「おはようございま

す！」から始まり、歌体操と少しお喋

りも入り不安な状況の中、有意義な時

間でした。歌体操を続けて来ることが

出来たのは、あの時間があったからだ

と感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

        

SA 吹田全般 時  間 内  容 担  当 場  所 

12 月  12 日 13：30～ 役員会 手塚 之博 総合福祉会館 

12 月  26 日 10：00～  SA 通信印刷 熊田 真也 総合福祉会館 

おもちゃ部会 時  間 内  容 担  当 場  所 

12 月  2 日 10：00～ 定例会 西澤 健治 総合福祉会館 

12 月  4 日 14：00～ おもちゃ研究会 畑 貞造 夢つながり未来館 

12 月   15 日 10：00～ ロボット研究会 長澤 慎治 総合福祉会館 

12 月   10 日 10：00～ おもちゃ学校 新井 憲 夢つながり未来館 

歌体操部会 時  間 内  容 担  当 場  所 

12 月    15 日 10：00～ 定例会 柏原 律子  夢つながり未来館 

12 月   2･16 日 10：00～ 市民塾例会 加藤 昌子 夢つながり未来館 

12 月 9･23 日 10：00～ Ｈ＆Ｓ 梅林 泰子 夢つながり未来館 

国際交流部会 時  間 内  容 担  当 場  所 

12 月   18 日 16：00~ 定例会 筒井 利枝子 zoom  

福祉部会 時  間 内  容 担  当 場  所 

12 月  18 日 10：00～  定例会 神保 隆之 夢つながり未来館  

おもちゃ部会  

おもちゃ箱未来 川口裕子 

B-2 教室に参加して 10 年が経ちまし

た。作る過程を楽しむだけでなく、できた

作品で遊べる、この教室でしかつくれない

おもちゃ作りを目指してきました。私自身

が作りたい、作らせたいおもちゃのために

材料の調達や代用品の加工など随分と手の

かかることもありましたが、子どもの創造

力と発想力に監視させながら、喜々として

繰り返し遊ぶ様子を見て、うまくできるか

どうか悩んだことも工夫の苦労も忘れやっ

てよかった！と思えた時その得難い思いが

次の製作への意欲につながっています。そ

して何よりも教室の仲間の協力に支えら

れ、的確な助言やヒントをえられたおかげ

だと心から感謝しています。 

 

          

 

 

 

 

 

 

会 員 の 広 場  

 12月 予定表 
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編集後記：22 日に開催された３５周年記念大会の講演会で『社会参加は介護予防である』と 

ありました。私たちは幸いにＳＡ吹田の中でそれぞれに楽しく社会参加の活動ができている

と感謝の念を持つことでした。                     M・Y 


